























































































































































































































































































































































































































































































































































































































い課題も多い｡｢技 術｣｢非 技 術｣の概念規定
もその1つである｡今後の課題としたい｡
末尾ではありますが,この度退任されました森
直弘,前野良,中村丈夫先生には,本学草創の期
より,まさに教育 ･研究のイロ-から,懇切なる
ご指導を賜わりましたこと心から感謝申し上げま
す｡この拙文が諸先生の学恩に報いるものに値い
しないことはもとより自覚しておりますO今後の
研攻の時を与えられますことを祈るのみです｡
(注)
1)鈴木雄三"多能工化とジョブローテーションに
-134-
よる柔軟な職場づくり"､｢IEJ1980､5,p,
22-28
2)拙稿 生ー産現場のマイクロ･エレクトロニクス
化と生産関係の変革"､r国民経済J1983､7,
p.44
3)内山 節"日本的労働過程の成熟と衰退"､｢経
済評論｣1984､1,p.88
4)同 上
5)林 正樹"生産のオートメーション化の進展と
管理技法および作業労働の特質1｢産業技術の
新展開と経営管理の課題｣1983､9,p.82-85
6)ミリネル･チジョフ編 ~ァメリカのマネジメン
トと科学技術進歩"､｢現代アメリカ経営管理論
批判｣1978,稲村 穀訳,p.259-260
7)M.Henderson,"ManagerialInnovationsof
JohnDiebold"1965､p.61
8)雇用促進事業団雇用職業総合研究所｢マイクロ
エレクトロニクスの雇用に及ぼす質的影響に
関する研究報告書｣1983,より作成
9)内山 節 ｢労働の哲学｣1982
10)"技術革新と人間"｢技術革新と現代社会｣(チ
ュリスト総合特集No.32)p.14
ll)同 上,p.15
12)"Non･TechnologicalChenges:Standardiza･
tion,Simplit丘cation,Specialization and
Speed-up"､｢TheUnionforRadicalPolitical
EconomicsJJan､1968,p.57-59
13)アントニオ･グラムシ,"有機的集中制,民主的
集中制,規律"､｢グラムシ選集｣邦訳,6巻p.
129-130
14)森 健一 "技術革新の経営-のインパクト"､
｢産業技術の新展開と経営管理の課題｣1983､
9,p.228
15)B.JloMOB.【3proI10Mlh･alHOT"｢ColllaJllCT
ltleCh･1銃Tpy皿｣No.8,1969
16)ど.Baumgarten､｢Arbeitswissenschaftund
PsychotechnikinRusslandJ1924,p.32-36
17)同 上,p.37-41
18)同 上,p.56
19)0.A.EplaHCHlllv､｢CTaXaHOBCKOeユBlけポeHlle H
cTaXaHOBCh･1TeMeTO加1､1940.
